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ご  挨  拶 

 

NPO法人こども医療支援わらびの会 

理事長 真栄田 篤彦 

 

 暦の上では秋ですが、まだまだ暑さが厳しい日々が続いています。会員の皆様方におかれましては、

益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、私たちが待ち望んだこども医療センターも開院してすでに1年半経過しました。病児を抱え

る私たち各団体からは、安心と期待が寄せられています。わらびの会は当会の主事業である病院ボラ

ンティアの養成とこども医療センターでの同ボランティアの活動の支援を行っております。開院した

当初は、新病院での業務等落ち着かず看護師の皆様方や、事務局からの理解と協力がなかなか得られ

ず、病院ボランティア活動もフルに機能発揮できずにいましたが、日時の経過とともに理解と協力が

得られるようになってきました。 

 病院ボランティアに関しては、まずボランティアの養成のための教育活動から始まりました。県内

外から専門の講師を招聘して、カリキュラムにのっとった講座を開講しました。特に藤村真弓教授（茨

城キリスト教大学）にはわざわざ県外からボランティア同然の形で度々来沖され親しくご指導頂き、

心から感謝申し上げます。その他、養成講座でご指導頂いた先生方にも感謝申し上げます。おかげを

もちまして、今年第三期病院ボランティアの養成講座を終了できました。病院ボランティアの皆様方

の活動は、同センターの小児外来支援からスタートし、病棟プレイルームでの活動へとひろがって参

りました。外来診察にくる親御さんの理解と感謝の声が、同センターでもボランティアの存在価値を

認識して頂けるようになりました。県立病院の中には今日まで病院ボランティア組織そのものの存在

がなかったので、戸惑いと疑問が存在していたと思われます。しかし、昨年6月から今日までの病院

ボランティアの皆様方の心からの対応を理解して頂けるようになってきたものと思います。これから

も、病院ボランティアの皆様方の果たす役割は大きく、これから更に期待と役割が増えて参ります。

病院ボランティアの皆様方の今後益々のご活躍を祈念しております。 

 ところで、私たち「わらびの会」のもう一つの事業として、沖縄電力様の県に対するご寄付による

「ファミリーハウス」の運営が予定されています。これからどのような形態でこの宿泊施設への貢献

ができるか沖縄県福祉保健部と当会とで協議中です。沖縄県の離島・遠隔地からの入院患児のご家族

の方々が安心して、こども医療センターの近在で宿泊できる施設です。現在、全国には１００を越え

る宿泊施設があり、運営方法等も種々あり、検討しております。 

 

 私たち「わらびの会」の全ての活動の原点は、県内の病児とそのご家族への協力と支援であります。

私たちのこれからの活動に関しての責任は極めて重要です。会員の充分なご協力・ご理解、連携をお

願い申し上げます。  



ファミリーハウス建設によせて 

 

沖縄電力株式会社 

代表取締役社長 石嶺 伝一郎 

 

ＮＰＯ法人「こども医療支援わらびの会」様の日頃のご活動に対し、改めて敬意を表し

ます。 

 さてこの度、沖電グループ「百添会
も も そ え か い

」の創立１０周年記念事業として「ファミリーハ

ウス（仮称）」の建設・寄贈をさせていただくこととなりました。年度内の完成を目指し、

百添会の総力をあげて取り組んでいるところです。 

 ファミリーハウスは、県立南部医療センター・こども医療センターに入院する病児に

付き添うご家族のための宿泊施設です。これまで特に離島や遠隔地からの入院にあたっ

ては、付き添うご家族の宿泊費用や、お父さんお母さんがそばにいないことで子ども達

が持つ不安感やさびしさというものが、ご家族の大きなご負担になっていると聞いてお

ります。このような負担が少しでも軽くなってほしい。子ども達にもなるべく安心して

治療に専念してほしい。離島でも遠隔地でも沖縄本島となるべく同じ条件で治療が受け

られるような環境を整えたい。そういう思いから、ファミリーハウス建設への協力を決

意しました。 

 沖縄電力では「地域とともに 地域のために」の理念の下、沖縄県全域にくまなく良

質の電気を同じ料金でお届けしています。ユニバーサルサービスと言いますが、都市部

と離島・遠隔地の分け隔てなく同じサービスを提供できるよう昼夜尽力しています。ま

た、明かりが灯ると安心・安全を感じることがあると思います。沖縄電力は、お客さま

に電気をお届けすると同時に安心・安全もお届けしています。 

今回のファミリーハウス建設は、沖縄電力が日頃から取り組んでいるこれら事業活動と

合い通じるところがあります。電気事業とは別の形ではありますが、地域のみなさまの

お役に立つことができる。私もみなさまとともに大きな喜びを感じております。 

 今後とも、みなさまへ電気をしっかりお届けすることはもちろんのこと、「地域ととも

に 地域のために」様々な形で地域のみなさまに喜んでいただけるような活動を続けて

まいります。ファミリーハウスの完成により、入院する子ども達やご家族のみなさまの

笑顔が増えることになれば幸いです。 



わらびの会と出会って 

 

 NPO 法人こども医療支援わらびの会 

 顧問 尚 弘子 

 

 ＮＰＯ法人こども医療支援わらびの会も、はや設立 2 年目を迎えました。私が放送大

学に在籍中の１０年近くも前に、儀間小夜子さんから当時の「母子総合医療センター（こ

ども病院）設立推進協議会」の事務局責任者として、こども病院の設立に向けて県への

働き掛けをバックアップしてほしい旨の相談を受けたのがつい最近のように思い出され

ます。当時の県では病院事業の赤字負担増大と県立病院の在り方を検討している最中で

難色を示していたのです。現在でも、未収金二桁億円という難題を抱える事業なので、

全国的にも少ないこども病院の実現は至難の業ではと思っていました。 

 しかし、真栄田篤彦先生を中心に関係者の皆様が一生懸命、力のかぎり頑張られたお

陰で、県立那覇病院の老朽化に伴う移転新設と共に「県立南部医療センター・こども医

療センター」の開院となったのです。関係者の皆様には頭の下がる思いでいっぱいです。

ナポレオンの「不可能という言葉はわたしの辞書にはない」という名言が脳裏に浮かび

ました。同時に、紆余曲折を経ながらも、沖縄電力株式会社のご協力で、「ファミリーハ

ウス」の建設も進みつつあります。これらは総て会員の皆様の情熱と固い意志・団結に

よるものだと心から敬意を表するものですが、最近の新聞報道で「小児科医師の慢性的

な不足」についての記事に接する度にこども医療センターのことが気になります。 

 少子高齢社会の急速な伸展で、私の研究分野である「長寿」でも、沖縄は勿論のこと、

世界の中の日本も危うくなっているのです。西洋が百数十年間もかけて築き上げてきた

今日の高齢社会を、日本は僅か四十年余で迎えてしまったのです。しかも世界に類を見

ない速さで高齢化社会を迎えたため、日本にはそれに対応する十分な施策がなかったと

いうのが現実です。 

 日本で唯一地上戦をたたかい、廃墟と化した中から立ち上がり、物心共に貧しかった

沖縄が、長寿県としての実績を築き上げた第一の要因は、県民の努力もさることながら、

保健医療関係者の熱意による「保健・医療・公衆衛生の向上」だと確信いたします。こ

の沖縄の地は、恵まれた温暖な気候と先人たちの英知の結晶である伝統的な食文化、共

生、共助の県民性で世界的に長寿研究者が注目している地域ですが、残念ながら最新の

データによると、食の乱れが長寿も子どもたちの心身の健康も蝕んでいるというのです。

しかしながら、医療関係者の「健康な住心地日本一の県沖縄」の実現に対する熱意は他

県に類を見ないものがあると思います。今一度初心を忘れず、健康で幸せの島沖縄づく

りに共に邁進したいと思います。また、沖縄にとっての宝である子供たちの医療につい

ても、関係者はじめボランティアが「ゆいまーる」の精神で共に頑張るべきではないで

しょうか。 



こども医療センターでの入院生活とボランティアについて 

 

お母さんの声代表 大城 智子 

 

私の子供は県立那覇病院からの移動組で、開院当時から入院生活のスタートでした。スタ

ート時は新人新任の看護師が半数を占め、患者の病状を理解しているはずの看護師も指導で

きるほどの余裕がありませんでした。新しく導入された電子カルテに悪戦苦闘し、病室でモ

ニターが鳴っていてもなかなか看護師が入ってこない事が多々ありました。大きな期待を抱

いてのスタートだっただけに、それが不安に変わりストレスを感じたこともありました。そ

んな混乱の中でも、数ヶ月が過ぎる頃にはそれぞれが仕事をマスターし、スムーズに業務を

こなせるようになりました。今では、信頼して子供を任せることができます。 

しかし、いくつかの問題点は残っていると思います。入院家族側からの意見ではあります

が今後の課題として考慮してもらいたいのは、付き添いする親の睡眠スペースの確保です。

患者が幼い場合は同じベッドで添い寝もできますが、患者の年齢が大きくなるにつれてそう

はいかなくなります。椅子に座ったまま仮眠する親もいればベッドにもたれ腰をまるめて眠

る親、サマーベッドだって長期になればなるほど辛くなってきます。付き添いする親が体調

を壊してしまっては話になりません。どうにか改善してほしいことのひとつです。 

こども医療センターで、もうひとつ期待されているのはボランティアの存在です。スター

ト時は難病の子供達や家族にどう接してよいか戸惑っている様子でしたが、これも時間がた

つにつれコツを覚え、活動の幅が広がっているように思えます。 

ようやく一年近くの入院生活を終え、初めての外来日でした。受付の手順がわからずにい

ると、ボランティアの方が「機械で受付をしてから、外来の受付窓口に行くのですよ。」と優

しく説明してくれました。その後、私が子供から離れるときの見守りもしてくれました。『と

ても助かるし、ありがたいな』と感じました。診察を待つ子供たちに絵本の読み聞かせをし

ている光景もほほえましく思えます。最近では病棟にもボランティアが入り、同じ様にその

必要性とありがたさを感じている親は少なくありません。そんな中、多くの入院家族が必要

と感じている事がひとつあります。それは、‘土・日における兄弟見守り’です。現在、小児

科病棟の見舞いには年齢制限がかけられています。しかし、幼い兄弟を頼める人がいないと

きなど親としては連れて行くしかありません。病気の我が子も気になり、病棟の外で待って

いる子も気になりで両方を行ったり来たり。落ち着いて看病できず、早々と引き上げる事が

何度もありました。おなじ悩みを持つ親は少なくありません。 

とはいえ、入院生活を送るにあたって何より大事なのは看護師、ボランティアの暖かい笑

顔です。時に子供達を笑顔にし、ふとしたときに親の話に耳を傾けてくれる。それが私たち

の支えになります。最近、病棟が可愛らしい折り紙で飾られています。自然と嬉しい気持ち

になります。難病の子供たちと接することは、慣れるまで大変かもしれません。それでも、

このボランティア活動に参加してくださる皆さんに感謝の気持ちでいっぱいです。今後も、

わらびの会の活躍に期待しています！これからも宜しくお願いします。 



　平成１９年８月３１日現在

　　　　（特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会）

代表者名 団　　体　　名

オヤカワ タケシ

1 親川　武司 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部
 ｳ  ｴ  ｽﾞ     ﾕｷ  ｵ

2 上江洲　幸雄 （財）日本ダウン症協会沖縄県支部

マエシロ   モリノブ

3 真栄城　守信 沖縄県聴覚障害児を持つ親の会

ｼﾝｻﾞﾄ   ﾖｼﾋﾛ

4 新里　吉弘 沖縄県肢体不自由児者父母の会連合会

ニシオカ　シノブ

5 西岡　しのぶ 沖縄自閉症児者親の会

ウエジョウトシコ

6 上門　トシ子 （社）日本てんかん協会沖縄県支部

シロマ   ヨネコ

7 城間　米子 沖縄県訪問教育親の会

オカザキ アヤコ

8 岡崎　綾子 沖縄ＬＤ児・者親の会「はばたき」

カタクラ マサンド

9 片倉　政人 （財）がんの子どもを守る会沖縄支部「のぞみ」
ウンテン セイイチ

10 運天　政一 沖縄県重症心身障害（児）者を守る会沖縄療育園父母の会
タカラ  ヨシヒロ

11 高良　吉広 沖縄小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」
スギモト リ エ

12 杉本　利枝 梅っこクラブ（排尿・排泄に問題を抱える子どもの親の会）
ヤ  ギ  マモル

13 八木　守 骨形成不全友の会
ミヤヒラ　オサム

14 宮平　修 人工呼吸器をつけた子の親の会（バクバクの会）
ミヤギ   ミユキ

15 宮城　美幸 視覚障害児をもつ親の会
キャン　ユウコ

喜屋武　ゆう子　(通所部）
トウヤマ　イクノ

當山　郁乃(入所部）

　　　　　NPO法人こども医療支援わらびの会構成団体

16 沖縄小児発達センター父母の会　



 
 

第２回《団体紹介》 

沖縄小児発達センター父母の会 

 

・設立 昭和５３年１２月２日 

 

・目的 この会は、肢体不自由な子どもの医療、教育福祉を推進し、この子らに希望

のある社会建設のために、次の事業を行う。 

 

(1)肢体不自由児の治療と、教育の振興に関すること。 

(2)肢体不自由児の治療と、養育施設の整備、拡充に関すること。 

(3)肢体不自由児の治療と、養育事業の認識や社会の理解を求める。 

(4)関係機関との連絡、調整に関すること。 

(5)会員の親睦と、慰安激励、その他必要と認める事業。 

 

・会員 小児発達センター入所児の保護者 

    小児発達センター通所児の保護者 

 

・主な活動内容 

   ４月・・・新役員会 

        春の遠足（親子ピクニック） 

   ５月・・・役員会（総会および環境整備について） 

   ６月・・・総会（決算および活動計画） 

        環境整備（センター周辺草刈り） 

   ８月・・・夏祭り（センター駐車場） 

  １１月・・・ミニミニ運動会（泡瀬養護学校体育館） 

  １２月・・・餅つき大会 

２月・・・おゆうぎ会（周和園） 

３月・・・文集（きずな）の発刊 

     役員会（活動計画並びに反省、会計監査報告） 

 

・連絡先 

 事務局 〒904-2173 沖縄市字比屋根 629 番地 沖縄小児発達センター 

     電話(９３２－６０７７) 

     通所部 会長 喜屋武ゆう子 



 
 

 

 【入所部】 

  （１）利用者数   ２９名  （未就児８名、学童２１名） 

  （２）主な活動   沖縄小児発達センターの行事による。 

  （３）父母会会費  ５００円／月 

  （４）定例会    第一金曜日 １９時半～  （不定期） 

   （５）代表者    会長 當山郁乃 

            連絡先 ０９８－９３５－００６１ 

            メール iloveokinawan@yahoo.co.jp 

 

 

 

 

       七夕飾り見学       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※わらびの会だより 1号にて 16 団体中 12 団体を紹介しました 

写真貼付 

 

後日郵送 



わらびの会第３回総会及び特別講演会を開催しました 

 

平成 19 年 5 月 13 日(日)午後 2 時から沖縄県南部医療センター・こど

も医療センター２階講堂におきまして第３回定期総会を開催しました。 

冒頭、真栄田篤彦理事長の挨拶があり、待ち望んでいたこども医療セ

ンターが開院し１年を経過した喜びの中で、県民及び当会各団体の病児

を抱える家族から安心と期待が寄せられていること。わらびの会主事業

である病院ボランティアの養成とこども医療センターでの同ボランティ

ア活動の支援を行っていることを述べられました。また、今年度完成予

定のファミリーハウスの運営等についても協力支援していきたいとお話

し下さいました。 

理事長挨拶に引き続き、尚弘子顧問より激励のお言葉を頂戴いたしま

した。 

 その後、議事の審議がなされ、平成１８年度事業報告、収支決算報告、

監査報告、平成１９年度事業計画（案）、収支予算(案)が原案通り承認さ

れました。 

 総会終了後、特別講演会を開催しました。講師に同病院 安次嶺馨院

長による「すべての子どもと家族に地域支援を」―こども医療センター

の役割― の演題で講演を頂きました。  

 

 



  

平成１８年度事業報告 
           （平成１８年４月１日から１９年３月３１日まで） 

 

Ⅰ 病院ボランティアに関する事業 

１）こども医療センターにおけるボランティア活動 

① 「沖縄県立南部医療センター・こども医療センター」診療開始に伴い１日だけ小児外来にて 

ボランティア活動を行った（4/6） 

② 第３回～第６回わらびの会ボランティアワーキングチームを開催（4/１5－5/13） 

病院ボランティア活動に向けてボランティア規約、規定、心得、マニュアル等検討 

③ わらびの会病院ボランティア（27 名）が継続した活動を開始（6/12） 

④ 第７回わらびの会ボランティアワーキングチーム開催（6/17） 

  病院ボランティア活動１週間の反省（名札・エプロンの管理、日誌 

記録等） 

⑤ 第８回わらびの会ボランティアワーキングチーム開催（７/8）  

平成１８年第二期ボランティア養成講座計画  

⑥ こども医療センター夏祭りへ参加協力（参加 8名、8/18） 

⑦ 第二期病院ボランティア（8名）に対するオリエンテーションと 

実習を実施 

   オリエンテーション担当：看護部（12/12） 

  実習担当:ボランティア世話人（12/13-21 日のいずれか１日） 

⑧ 第１回、第２回病院ボランティア運営委員会参加（12/22、2/21） 

  於：こども医療センターボランティア室 

⑨ 病院ボランティアステップアップ研修会開催 

折り紙講習（8/12） 

サービス介助について（9/30） 

 LD 児について（講師：岡崎綾子）（1/20） 

 子どもの世界にタイムスリップ（講師：藤村真弓、3/11） 

⑩ 病棟オリエンテーションに参加（参加 6名、3/12） 

⑪ ボランティア定例ミーティング 月 1 回開催 

    

２）病児家族の支援をする病院ボランティア養成講座の実施  

① 第二期病院ボランティア養成講座第１回開講（受講生 32 名、10/7） 

  於：県立南部医療センター・こども医療センター   

   「病院ボランティアって？—はじめの一歩から—」    

（こども医療センター夏祭り） 

（こども医療センター・プレイルーム） 

（ボランティアステップアップ研修会） 



  

講師：長谷川純子氏（聖路加国際病院ボランティアグループ代表）        

② 第二期病院ボランティア養成講座第２回開講（受講生 27 名、10/21） 

  於：沖縄県総合福祉センター 

   「私たちが望むボランティア －受け入れ側の思い－」    

   講師：稲福恭雄母子センター長・高屋澄子看護部長 

（県立南部医療センター・こども医療センター） 

③ 第二期病院ボランティア養成講座第３回開講（受講生 24 名、11/4） 

  於：県立南部医療センター・こども医療センター 

   「ボランティアに必要なマナー」講師：下地則子（フリーアナウンサー） 

   「ボランティア実践をとおして感じたことーアメリカでの体験を通して」 

    講師：百名奈保（助産師・保健師） 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 第二期病院ボランティア養成講座第４回開講（受講生 25 名、11/18） 

  於：県立南部医療センター・こども医療センター 

  「ボランティア実践をとおして感じたこと」 

・こども医療センターでの体験を通して  

 講師：上運天逸子・真栄城正美（わらびの会ボランティア世話人） 

・親の思い 講師：大城逸子（かえるの会代表）        

・看護の立場・兄弟姉妹の支援から 講師：藤村真弓（茨城キリ 

 スト教大学看護学部教授） 

⑤ 第二期病院ボランティア養成講座第５回開講（受講生 18 名、12/2） 

   於：沖縄県総合福祉センター 

    まとめ －こんなボランティアになりたい－ 

    ４グループに分かれてそれぞれ意見を出し合いまとめを行った。 

 

３）病児家族支援のためのピアカウンセリング（ピアサポート） 

  ・ピアカウンセリング（ピアサポート）勉強会＆懇談会開催（参加 44 名、11/25） 

（長谷川純子氏による講演） 

（下地則子氏 講演） 

（百名奈保氏 講演） （病院ボランティア養成講座受講生） 

（受講生たちによるグループ討議） 



  

於：那覇市医師会館    

     勉強会・基調講演「小児事業のあり方から小児医療支援を考える」 

    講師：小林信秋（NPO 難病のこども支援全国ネットワーク専務理事） 

    懇談会発言者：わらびの会代表、こども医療センター母子センター長・看護部長、 

マスコミ関係者他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ遠隔地病児家族等の宿泊施設運営事業 

１）ファミリーハウスの建設・運営等について 

  ①第１回、第２回ファミリーハウスワーキングチーム開催（4/22、5/6） 

  ②第１回、第２回ファミリーハウス建設・運営について県福祉保健部と懇談会開催（4/27、5/10） 

③沖縄電力株式会社とファミリーハウス基本設計事前協議会開催（9/20） 

④沖縄電力株式会社とファミリーハウス基本設計について懇談（12/15） 

⑤ファミリーハウス建設に向けて宿泊施設体験者懇談会開催（参加 16 名、1/27）   

県外の宿泊施設を利用した父母の皆さんから経験を通して沖縄のファミリーハウスに対する要望

等意見を出して頂いた。 

 

Ⅲ 広報事業                   

① 運営委員会を定期的に開催（14 回開催）し、会の広報に努めた。 

② 機関誌（わらびの会だより１号）を発行し、会員、賛助会員、寄付等の拡大に努めた。 

③ ホームページ、インターネットを利用して会活動の広報や情報発信を積極的に行った。 

④ マスコミに取材依頼し会活動（特に本年は病院ボランティア活動）を一般県民に広報して頂い

た。

（ピアカウンセリング勉強会 小林信秋氏 講演） 

（ピアカウンセリング勉強会 グループワーク） 



  

 



収支 勘定科目 実績(円） 予算(円） 差異(円）

経常収入の部

１．会費収入 152,000 152,000 0

正会員収入（個人） 30,000 20,000 10,000

正会員収入（団体） 32,000 32,000 0

賛助会員収入（個人） 60,000 50,000 10,000

賛助会員収入（団体） 30,000 50,000 ▲20,000

２．事業収入 159,500 250,000 ▲90,500

病院ボランティア養成講座受講料 159,500 250,000 ▲90,500

３．寄付金収入 2,951,004 2,000,000 951,004

４．雑収入 776 776

経常収入合計（A) 3,263,280 2,402,000 861,280

経常支出の部

１．事業費 909,081 600,000 309,081

病院ボランティアに関する事業 636,527 350,000 286,527

遠隔地病児家族等の宿泊施設支援事業 2,310 100,000 ▲97,690

広報事業 270,244 150,000 120,244

２．管理費 1,028,018 1,802,000 ▲773,982

人件費 459,225 1,040,000 ▲580,775

会議費 4,827 100,000 ▲95,173

事務費 174,133 100,000 74,133

通信費 126,298 150,000 ▲23,702

光熱水道費 23,963 24,000 ▲37

事務所賃貸料 55,997 56,000 ▲3

減価償却費 165,000 165,000

雑費 18,575 67,000 ▲48,425

予備費 100,000 ▲100,000

経常支出合計（B) 1,937,099 2,402,000 ▲464,901

収
　
　
入

平成18年度「特定非営利活動に係わる事業」会計収支計算書

平成18年4月1日から平成19年3月31日まで

(特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会）

前期繰越正味財産

当期正味財産合計

0

2,744,473

4,070,654

支
　
　
出

当期収支差額　（A)-（B) 1,326,181

法人税等



収支 勘定科目 予算額(円） 昨年度実績(円） 対前年度増加額(円）

経常収入の部

１．会費収入 262,000 152,000 110,000

正会員収入（個人） 30,000 30,000 0

正会員収入（団体） 32,000 32,000 0

賛助会員収入（個人） 150,000 60,000 90,000

賛助会員収入（団体） 50,000 30,000 20,000

２．事業収入 250,000 159,500 90,500

病院ボランティア養成講座受講料 250,000 159,500 90,500

３．寄付金収入 1,700,000 2,951,004 ▲1,251,004

４．雑収入 3,000 776 2,224

経常収入合計（A) 2,215,000 3,263,280 ▲1,048,280

経常支出の部

１．事業費 800,000 909,081 ▲109,081

病院ボランティアに関する事業 400,000 636,527 ▲236,527

遠隔地病児家族等の宿泊施設支援事業 100,000 2,310 97,690

広報事業 300,000 270,244 29,756

２．管理費 1,415,000 1,028,018 386,982

人件費 750,000 459,225 290,775

会議費 100,000 4,827 95,173

事務費 100,000 174,133 ▲74,133

通信費 150,000 126,298 23,702

光熱水道費 24,000 23,963 37

事務所賃貸料 56,000 55,997 3

減価償却費 165,000 165,000

雑費 20,000 18,575 1,425

予備費 50,000 0 50,000

経常支出合計（B) 2,215,000 1,937,099 277,901

0

70,000

4,070,654

4,000,654

収
　
　
入

平成19年度「特定非営利活動に係わる」会計収支予算

平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで

(特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会）

当期正味財産合計

支
　
　
出

当期収支差額　（A)-（B)

法人税等

前期繰越正味財産



１　事業実施の方針
　1）１９年度は、こども医療センターにおけるボランティア活動を外来、病棟において継続した活動を
　　　病院と連携して行うと共に、ボランティア養成講座修了者に対して活動への参加を呼びかける。
　2） 病院ボランティア養成講座を昨年に引き続き開講し、病院ボランティアの養成を行う。また、

　3） 平成19年建設予定のファミリーハウスの運営等について研修を行う。
　4） わらびの会の広報活動及び会員拡大を積極的に行う。
　

　（１）特定非営利活動に係わる事業

定款の 事業内容 実施日時 実施場所 従事者の 受益対象者の 支出額

事業名 人数 範囲及び人数 （千円）

病院ボラン こども医療センターにおけ 通年 こども医療 ４０人 通院、入院し 50

ティアに関 るボランティア活動 センター ている病児と

する事業 （外来、病棟） その家族

病児家族の支援活動をする ２回 こども医療 １０人 学生・一般 200

病院ボランティア養成講座 （1回5講座）センター 市民５０人

の開講。

ボランティアステップアップ ３回 こども医療 ３人 病院ボラン 50

研修会 センター ティア

ピアサポート勉強会 １回 こども医療 １人 わらびの会 100

フォーラム開催 １回 センター ６人 会員

遠隔地病児 ファミリーハウスの運営につ ５回 県総合福祉 ５人 わらびの会 100

家族等の宿 いての勉強会実施、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ センター内 会員

泊施設運営 の募集を行う。 県外

事業 県外のハウス見学を行う。

広報事業 機関誌発行、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ、ｲﾝﾀｰ 年１回 全県 一般市民 300

ﾈｯﾄ等で法人の活動内容や病 ５００部

児家族の現状等広く伝える。

　（２）その他の事業

定款の 事業内容 実施日時 実施場所 従事者の 受益対象者の 支出額

事業名 人数 範囲及び人数 （千円）

自動販売機 調整中

による飲料

水販売事業

２　事業の実施に関する事項

　　　ボランティアのステップアップのための勉強会や理解して頂くためのフォーラムを開催する。

平成１９年度事業計画書

平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで

（特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会）



平成１８年度病院ボランティア活動報告 

１）小児外来における活動 

＜活動状況＞ 

 

１， 活動日：月曜日～金曜日 9:00～16:00  小児科外来 

＊ それぞれの活動時間 １時間～５時間 

＊ 駐車料金無料 （名札を守衛さんへ提示） 

２，  ボランティアについて 

参加人数：活動当初 27人（20 代～60 代）  

職種：保育士、仕事を持っている方、学生（沖国大人間福祉学科・看護大）、 

   子育て中の主婦、退職者などが活動中 

３月現在２０人が活動（２期生含む、看護学生は４月に就職） 

   ３， 活動内容 

折り紙、絵本の読み聞かせ、ぬりえ、つみき遊び、外来の案内、患児受診・

検査時の兄弟の預かり、患児の預かり（保護者がトイレ、支払い、売店等

へ出向いた時）、保護者の話し相手、行事への参加協力（七夕、病棟夏祭り、

クリスマス会など） 

＜活動経過＞  

 平成１８年 

５月 ― こどもの日に病棟のこどもたちへプレゼント（世話人手作り） 

     病院見学（31 日） 

    ６月 ― 病院オリエンテーションに参加（5日） 

         小児外来ボランティア活動開始（12 日） 

 第１回ゆんたく会（22 日） 

    ７月 ― 外来にて七夕祭り実施—患児にささの葉に短冊をかけてもらう 

         絵本の読み聞かせ、紙芝居など（7 日） 

         ボランティア養成講座修了証授与式（8日） 

病院１ヶ月反省会 

    ８月 ― コーディネータースキルアップ研修会へ世話人参加（10、11 日） 

         第１回勉強会—折り紙教室、講師：平識さん（12 日） 

病棟夏祭りへ参加協力（18 日） 

外来ナースとミーティング開始（現在はなし） 

 

    ９月 ― ボランティアだより１号発行 

         （小児病棟、外来休憩室、ボランティア室へ掲示）  

         第２回ゆんたく会（22 日） 



         第２回勉強会—車いすの方・障害児者の介助について、 

           講師：喜久里さん（30日） 

   10 月 ―  第１回全体ミーティング開催—ボランティア同士の情報交換や 

           お知らせなど（20 日） 

   11 月 ― 院内インフルエンザ予防接種（13~15 日） 

         第２回全体ミーティング開催（17 日） 

                病院ボランティア養成講座にて現状報告（19 日） 

         わらびの会ピアカウンセリング勉強会参加（25 日） 

         クリスマスツリー（大地アトリエ寄贈）の飾り付け（30 日） 

   12 月  ― 第２期ボランティアオリエンテーション参加（12 日） 

         第３回全体ミーティング開催・忘年会（15 日） 

         病院クリスマス会へ参加協力（21 日） 

         第１回病院ボランティア運営委員会世話人参加（22日） 

         外来クリスマス会—午前午後２回行う（25 日） 

         ボランティア活動納め、クリスマスツリー片付け(28 日) 

平成 19 年 

    １月 ― ボランティア活動開始（4日） 

         第３回勉強会-発達障害について 講師：岡崎さん(20 日) 

         第４回全体ミーティング開催（20 日） 

         第２期ボランティア面接（20 日） 

    ２月 ― 第２期ボランティア活動開始（2日） 

         第５回全体ミーティング開催（16 日） 

         第２期病院オリエンテーション２名参加（19日） 

         第２回病院ボランティア運営委員会へ世話人参加（21 日） 

    ３月 ― 第４回勉強会—兄弟ケア 講師：藤村先生（11 日） 

         第６回全体ミーティング開催（16 日） 

 

＜保護者からの声＞ 

小さな兄弟を連れているときは、預かってもらえるので助かる。話を聞いてもらえる。

ボランティアがいるというだけで安心、何かの時には頼める。など 

 

＜課題と取り組み方法> 

・ボランティア活動は初めての試み  

⇒「ボランティアだより」の発行など 

   ボランティア、患者・家族、病院スタッフとも初体験、何ができるか試

行錯誤、またボランティアの活動内容を理解してもらう  

・ 必要なときに必要な手助け 

⇒ プレイルームに掲示 



プレイルームが託児所のようにならないために、保護者にお子さんから

目を離さないようにしてもらう。声をかけてもケガをしたお子さんがい

たので、いかに保護者に周知してもらうか。 

・ ボランティアの確保 

⇒ 世話人スケジュール調整 

   ８・９月は学生さんの実習や子供たちが夏休みのため、活動出来る人が

少なく、ボランティア不在の時があった。 

・ ボランティア同士の連絡・報告・相談・情報の共有が難しい 

⇒ 日誌、掲示板、連絡帳、その都度連絡を取り確認 

・ 常時ボランティア室にコーディネーターもしくは世話人がいない 

⇒ 専任のコーディネーターの要請 

独りで活動するときや何かわからないときに判断を仰ぎたい時など不

安になる。また問題をその場で解決しにくい。 

・ 病院スタッフとの連携が難しい 

⇒ 定期的な話し合い、日誌の活用 

        常時世話人がボランティアに入れないことやコーディネーターが本来

の業務に多忙なことで、要領よく報告・連絡・相談が伝えられてない。          

・ 病院におけるボランティアの位置付けの確立 

⇒ 病院ボランティア運営委員会にて話し合い 

    ボランティアを病院の１部署としてとらえているのか 

（何をどこまで報告、相談すればいいのか判断しにくい） 

ボランティア運営は各ボランティア団体に任すのか 

    活動費はどこが出すのか（募金、販売など可能か） 

    運営方針（規約、規定、心得など）各団体でいいのか 

・ ボランティアが病院（コーディネーター）に求めること 

    ⇒ 病院スタッフとの定期的な話し合い 

    ボランティアの心のケア、勉強会計画（感染予防、事故時の対応、 

    ある程度の疾患把握など）  

・ 「ボランティアだより」の発行と掲示場所の拡大 

 

２）小児病棟における活動 

 ＜活動状況＞ 

１， 活動日：月曜日・木曜日 9:00～16:00  小児科病棟（４階・５階） 

        ＊それぞれの活動時間 ２時間～４時間 

２， ボランティアについて 

活動人数 ６人（外来ボランティア経験 10 ヵ月） 

３， 活動内容 ＊保育士とともに活動中 



折り紙、絵本の読み聞かせ、ぬりえ、つみき遊び、保護者が買い物等で 

不在時の患児預かり、保護者の話し相手、院内散歩、行事のかざり作成、

環境整備など 

 

 ＜活動経過＞  

   平成 18 年 11 月   病棟見学 

   平成 19 年 ２月  病棟ボランティアについて話し合い 

             （コーディネーター、４・５階師長、保育士、土岐先生、 

              ボランティア世話人） 

         ３月   病棟オリエンテーション参加・話し合い 

            病棟ボランティア開始（15 日） 

        ４月   病棟ボランティア同士情報交換、師長に報告（5 日） 

 

 ＜保護者からの声＞ 

 病児を預かってもらえることで、売店に行くことや気分転換ができ助かる。 

 

 ＜課題＞ 

  ・病棟ボランティア活動の病院スタッフや患児家族への周知  

 ・医療スタッフとどこまで情報を共有すればいいか 

 ・話し合いの場を定期的に持ちスタッフとの交流 

 ・長期入院の保護者との信頼関係を深める  

 ・ボランティアの人数確保  

 

 

             こども医療センター ボランティア世話人 

                     上運天逸子・真栄城正美 



  

********** わらびの会  活動 *********** 

（2006.11.1-2007.8.31） 

 

２００６年（平成１８年） 

 （１０月３０日 機関誌「わらびの会だより１号」発行） 

 １１月 ４日 第２期こども病院ボランティア養成講座３回目開講 

        「ボランティアに必要なマナー」講師：下地則子（フリーアナウンサ） 

        「ボランティア実践をとおして感じたことーアメリカでの体験を通してー」 

講師：百名奈保（助産師・保健師） 

 １１月１１日 わらびの会第１７回運営委員会 

 １１月１８日 第２期こども病院ボランティア養成講座４回目開講 

        「ボランティア実践をとおして感じたこと」 

         ・こども医療センターでの体験を通して  

講師：上運天逸子・真栄城正美（わらびの会ボランティア世話人） 

・親の思い 講師：大城逸子（かえるの会代表） 

・看護の立場・兄弟姉妹の支援から 講師：藤村真弓（茨城キリスト教大学看護学部 

教授） 

 １１月２５日 ピアカウンセリング（ピアサポート）勉強会＆懇談会 

        勉強会・基調講演「小児事業のあり方から小児医療支援を考える」 

        講師：小林信秋（NPO難病のこども支援全国ネットワーク専務理事） 

        懇談会発言者：こども医療センター母子センター長・看護部長、マスコミ関係者他 

 １２月 ２日 第２期こども病院ボランティア養成講座５回目開講 

        まとめ ーこんなボランティアになりたいー  

 １２月１２日 病院ボランティア オリエンテーション実施（於：こども医療センター） 

 １２月１３日、１４日、２０日、２１日 

        病院ボランティア実習実施（上記いずれかの１日、外来において） 

 １２月１５日 沖縄電力株式会社とファミリーハウス基本設計について懇談会  

 １２月１６日 わらびの会第１８回運営委員会 

 １２月２２日 第１回病院ボランティア運営委員会参加（於：こども医療センター） 

 １２月２３日 こども医療センタークリスマス会（ボランティア参加） 

 １２月２５日 大地アトリエ（代表：照屋京子様）よりクリスマスチャリティー公演収益金の 

寄付頂く（こども医療センター外来にクリスマスツリー等購入） 



  

２００７年（平成１９年） 

  １月１３日 わらびの会第１９回運営委員会  

  １月２０日 病院ボランティア勉強会（於：こども医療センターボランティアルーム）  

        講師：岡崎綾子（沖縄県ＬＤ児・者親の会「はばたき」 

  １月２７日 ファミリーハウス建設に向けて宿泊施設体験者懇談会 

  ２月 ３日 わらびの会第２０回運営委員会 

  ２月２１日 第２回病院ボランティア運営委員会参加（於：こども医療センター） 

  ３月１０日 わらびの会第２１回運営委員会 

  ３月１１日 病院ボランティア勉強会（於：こども医療センターボランティアルーム） 

講師：藤村真弓（茨城キリスト教大学看護学部教授） 

  ３月１２日 病院ボランティア病棟オリエンテーション実施（Ｖ６人参加） 

  ３月１３日 県議会議長へ陳情書提出 

        「児童の精神科治療が安心して行えるよう臨床心理士の配置について」 

  ３月２９日 ファミリーハウス基本設計（修正案）沖縄電力より受領 

  ４月１４日 わらびの会第２２回運営委員会 

  ４月２７日 仲里全輝副知事表敬訪問（真栄田篤彦理事長、石嶺伝一郎沖電副社長他 

        わらびの会役員３人） 

  ５月 ２日 わらびの会理事会開催 

  ５月１３日 わらびの会第３回総会及び特別講演会 

        特別講演「すべての子どもたちと家族に地域支援を—こども医療センターの役割」 

講師：安次嶺馨（県立南部医療センター・こども医療センター院長） 

  ５月２４日 ボランティア勉強会（於：こども医療センターボランティア室） 

  ５月２９日 平成１９年第１回病院ボランティア運営委員会参加 

  ６月 ２日 ボランティアワーキンググループ会議 

        第３期こども病院ボランティア養成講座開催について審議 

  ６月 ９日 わらびの会第２３回運営委員会 

  ６月２３日 病院ボランティア活動一周年記念の集い（於：県総合福祉センター） 

  ６月２７日 わらびの会第２４回運営委員会 

  ６月２８日 伊藤忠記念財団病院施設子ども読書支援助成応募 

  ７月１４日 わらびの会第２５回運営委員会 

  ７月２１日 第３期こども病院ボランティア養成講座１回目開講 

        「病院ボランティアとは？」 

講師：筧浩子（宮城県立こども病院ボランティアコーディネーター）  



  

２００７年（平成１９年） 

  ７月２１日 こども病院ボランティア推進フォーラム開催 

        テーマ：こども医療センターと病院ボランティア 

        基調講演「宮城県立こども病院におけるボランティアの現状」 

        講師：筧浩子（宮城県立こども病院ボランティアコーディネーター） 

        座長：山城紀子   

        パネリスト：百名伸之、儀間小夜子、上運天逸子、高屋澄子 

  ８月 ４日 第３期こども病院ボランティア養成講座２回目開講 

        「私たちが望むボランティア」 

講師：宮城雅也（県立南部医療センターこども医療センター新生児科）、 

佐次田安子（同センター小児ボランティアコーディネーター） 

  ８月 ４日 第３期こども病院ボランティア養成講座３回目開講 

        「ボランティアに必要なマナー」講師：下地則子（フリーアナウンサー） 

        「ボランティア実践をとおして感じたこと」講師：福峯静香（NPOほほえみ理事） 

  ８月 ８日 ファミリーハウスワーキンググループ会議 

  ８月１１日 第３期こども病院ボランティア養成講座４回目開講 

        「ボランティア実践をとおして感じたこと」 

        ・小児外来での活動をとおして 講師：田場幸枝（病院ボランティア） 

        ・小児病棟での活動をとおして 講師：真栄城正美（病院ボランティア） 

        ・看護の立場、兄弟姉妹の支援から 講師：藤村真弓（茨城キリスト教大学 

看護学部教授） 

  ８月１１日 第３期こども病院ボランティア養成講座５回目開講 

        まとめ ーこんなボランティアになりたいー 

  ８月１１日 子ども医療支援チャリティコンサート収益金の寄付を頂く 

        主催：今は小さいけれど実行委員会（開邦高校音楽コース卒業生） 

  ８月１７日 ファミリーハウス新築地鎮祭（真栄田篤彦理事長参加） 

  ８月３０日 平成１９年第２回病院ボランティア運営委員会参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （病院ボランティア活動一周年記念の集い） 



  

 

   

 

 

 

   

   

   

   

 

 

   

 



　　　　特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会

※ 顧　問 　尚　弘子 　琉球大学名誉教授、元沖縄県副知事

役　名 氏　　名 団　　体　　名

1 理事長 真栄田篤彦 西町クリニック

2 副理事長 宮城雅也 沖縄小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」

3 副理事長 親川武司 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

4 理事 儀間小夜子 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

5 理事 上江洲幸雄 （財）日本ダウン症協会沖縄県支部

6 理事 真栄城守信 沖縄県聴覚障害児を持つ親の会

7 理事 谷口曜子 沖縄自閉症児者親の会

8 理事 上門トシ子 （社）日本てんかん協会沖縄県支部

9 理事 城間米子 沖縄県訪問教育親の会

10 理事 岡崎綾子 沖縄ＬＤ児・者親の会「はばたき」

11 理事 片倉政人 財団法人がんの子どもを守る会沖縄支部「のぞみ」

12 理事 田頭妙子 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

13 理事 玉城よし子 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

14 理事 當山幸光 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

15 監事 新垣　剛 弁護士

16 監事 下地寛一 税理士

役　　員　　名

(平成１９年３月３１日現在）



氏　　名 団体名

マエダアツヒコ

1 真栄田篤彦 西町クリニック

ミヤギマサヤ

2 宮城雅也 沖縄小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」

オヤカワタケシ

3 親川武司 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

ギマサヨコ

4 儀間小夜子 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部
 ｳ  ｴ  ｽﾞ ﾕｷ  ｵ

5 上江洲幸雄 （財）日本ダウン症協会沖縄県支部

マエシロモリノブ

6 真栄城守信 沖縄県聴覚障害児を持つ親の会

タニグチヨウコ

7 谷口曜子 沖縄自閉症児者親の会

ウエジョウトシコ

8 上門トシ子 （社）日本てんかん協会沖縄県支部

シロマヨネコ

9 城間米子 沖縄県訪問教育親の会

オカザキアヤコ

10 岡崎綾子 沖縄ＬＤ児・者親の会「はばたき」

カタクラマサンド

11 片倉政人 (財）がんの子どもを守る会沖縄支部「のぞみ」

タガミタエコ

12 田頭妙子 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

タマキヨシコ

13 玉城よし子 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

トウヤマユキミツ

14 當山幸光 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部
ウンテンセイイチ

15 運天政一 沖縄県重症心身障害（児）者を守る会
ヤギマモル

16 八木　守 骨形成不全友の会
トウマケイコ

17 當間恵子 人工呼吸器をつけた子の親の会（バクバクの会）
タカラヨシヒロ

18 高良吉広 沖縄小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」
ミヤギミユキ

19 宮城美幸 視覚障害児をもつ親の会
シマブクロユキ

20 島袋友貴 沖縄小児発達センター父母の会
ヤビクスエヒロ

21 屋比久末弘 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

　（平成１９年３月３１日現在）

　　　　（特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会）

社員のうち10人以上の者の名簿



会員・賛助会員・ご寄付者 

（平成 18年 11 月～平成 19 年 9月） 

 

【正会員 団体】 

全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部 

人工呼吸器をつけた子の親の会「バクバクの会」沖縄支部 

沖縄県重症心身障害（児）者を守る会沖縄療育園父母の会 

沖縄県聴覚障害児を持つ親の会 

沖縄小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」 

沖縄ＬＤ児・者親の会「はばたき」 

沖縄小児発達センター父母の会 

沖縄県肢体不自由児者父母の会連合会 

沖縄自閉症児者親の会 

沖縄県訪問教育親の会 

(財)日本ダウン症協会沖縄県支部 

(社)日本てんかん協会沖縄県支部 

骨形成不全友の会 

視覚障害児をもつ親の会 

(財)がんの子どもを守る会沖縄支部「のぞみ」 

梅っこクラブ(排尿･排泄に問題を抱える子どもと親の会） 

 

【正会員 個人】 

親川  武司 貝阿弥ひとみ 上運天 逸子 儀間 小夜子 

尚  弘 子 新里  吉弘 末吉  方子 須田  智子 

當山  幸光 田頭  妙子 高良  吉広 玉城 よし子 

西江  悦子 真栄城 正美 真栄田 篤彦 宮城  雅也 

屋比久 末弘    

 

【賛助会員 団体】 

（医）わらべの会 わんぱくクリニック 
（社）沖縄県歯科医師会  

 

【賛助会員 個人】 

安次嶺  馨 新垣  安子 池原  清子 落合  靖男 

島袋 なおみ 當 山  護 西平  守孝 藤村  真弓 

與座  初美 吉原  邦男   

 

 

 

 

 

※敬称略 



 

【寄付者 個人】 

安次嶺  馨 池原  清子 石嶺 伝一郎 伊藤  洋子 

伊礼  恵子 岩田  磨紀 大宜見 義夫 筧  浩 子 

佐次田 安子 田村  康夫 桃原  良子 藤村  真弓 

    

【寄付者 団体】 

今は小さいけれど実行委員会（開邦高校音楽コース卒業生） 

沖縄ゼロックス 有志一同 

首里バプテスト協会付属 光の子幼稚園父母会 

大地アトリエ （代表 照屋京子） 

元南部病院職員一同 

 

【寄贈者：病院内プレイルーム消耗品（折り紙、落書き帳ほか）】 

安藤  美和 礒本  真澄 岩田  磨紀 川添  博子 

香川  恵子 下村  沙樹 當山  幸光 松戸  文子 

白井  幸子  

即解ゼミ 127°E    

ＭｏｚａｎｉｔＷｏｒｋｓ Co. Ltd. 中山 広太 (毎月寄贈) 

 

【寄贈者：その他】 

藤村 真弓 (冷蔵庫、パソコン、複合機)  

(有）グレードアップ・ラボ 長野玲子 (マグカップほか)  

 

 

ご支援、ご協力に心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※敬称略 

ありがとうございました 



NPO 法人こども医療支援わらびの会  

ボランティア規約 

 

 （総則） 

第１条 この規約は、NPO 法人こども医療支援わらびの会ボランティア（以下「わらびの会ボラ

ンティア」という。）のボランティアに関する事項を定める。 

 （事務所） 

第２条 わらびの会ボランティアの事務所を沖縄県総合福祉センターボランティア・小規模団体 

内に置く。 

 （理念） 

第３条  ボランティアは病児とその家族の支援を共に行うパートナーであり、より豊かで安ら 

    ぎのある療養生活を支えるものである。 

 （活動） 

第４条  わらびの会ボランティアは、第３条の理念を達成するために、次の活動を行う。 

(1) ボランティアを通して医療行為以外の病児家族への支援を行う。 

(2) 関係機関との連絡調整を行う。 

(3) ボランティアに関する普及活動を行う。 

 （役員） 

第５条  わらびの会ボランティアに次の役員を置く。 

(1) 代表 1 名 わらびの会の理事長をもって充てる。 

(2) 委員 若干名 ボランティアワーキングチームをもって充てる。 

  （職務） 

第６条  代表は会を代表し、会務を統轄する。また、委員は会務を執行する。 

 （委員会） 

第７条 委員会は代表、委員、ボランティアコーディネーター等をもって構成し随時開催する。  

  (附則) 

  この規約は平成１８年６月１２日から施行する。   

 

   

  

 

 

 

 

 

 



 NPO 法人こども医療支援わらびの会  

ボランティア規定 

 

 （目的） 

第１条 この規定は、こども医療センター（以下「こども病院」という。）の基本方針に基づいて、

病院内で無報酬でボランティア活動を行い、病児家族への支援活動をするボランティアに関し

て定める。 

 （事務局） 

第２条 事務局は、県立南部医療センター・こども医療センターボランティア室に置く。 

２ 事務局にボランティア世話人（以下「世話人」という。）を置く。 

  （ボランティア養成講座） 

第３条 ボランティア養成講座は次の各号のとおりとする。 

(ア) ボランティア養成講座は年１回開講する。 

(イ) ボランティア養成講座の時期は、委員会で決める。 

(ウ) ボランティア講座の受講者に、講座終了後講座受講済印を押印し、全講座を受講した者 

にボランティア講座修了証書を交付する。 

 （ボランティアの受入れと配属） 

第４条 ボランティアは次の各号のとおりとする。 

(1)  原則として NPO 法人こども医療支援わらびの会（以下「わらびの会」という。）の主催

するボランティア養成講座を受講し修了した者とする。 

(2)  ボランティア活動にあたっては本人の希望を尊重するとともに、能力と適正を考慮し、

コーディネーターと世話人が面接の上決定する。 

 （活動時間） 

第５条  ボランティア活動の時間は、病児及び家族のニーズがあり活動者の調整可能な時間帯と 

 する。 

２ 原則的に週末も含む毎日とし、受付時刻から病棟の消灯時刻までの間とする。 

 （ボランティアの健康管理）  

第６条  患者と直接接触する場所で活動するボランティアについて以下のことを行う。 

(1) 健康チェックリストの実施 

(2) 健康診断の実施 

  

 （ボランティアの運営） 

第７条 ボランティアの運営は、わらびの会の自主運営によるものとする。 

（ボランティア委員会） 

第８条 ボランティアの運営を円滑にするために、世話人、コーディネーターによるボランティ 

ア委員会を設置し、活動、運営の重要事項について協議する。 



２ 委員は病院関係職員、世話人、わらびの会ボランティア代表等をもって構成する。 

 （ボランティアのサポート） 

第９条 ボランティアの活動を円滑にするために、病院とわらびの会は双方連携を取りながら次

の支援を行う。 

(1) 世話人とコーディネーターを中心に、活動の調整をおこなう。 

(2) ボランティアの服装等についてはわらびの会と病院が協議の上決める。 

  (3) ボランティア活動に関する問題点や、活動の受け手と担い手からのクレームは、ボランテ

ィアコーディネーターに集約する。また、問題が生じた場合は、ボランティアコーディー

ターが中心となって広く情報を収集し、解決に当たる。 

 （保険加入） 

第 1０条 ボランティアは入会時にボランティア保険に加入することとする。但し、保険料は自己

負担とする。 

 （報告） 

第１１条 世話人とコーディネーターは年 1 回、年度末にボランティアの活動状況を代表と院長

に報告するものとする。 

 （その他） 

第１２条 この規定に疑義が生じた場合は病院とわらびの会双方が協議の上、必要に応じて改正 

 することができる。 

 （附則） 

  この規定は平成１８年６月１２日から実施する。  

 

 



  〈わらびの会 ボランティアの心得〉 

 

理念 

ボランティアはその病児と家族の支援をともに行うパートナーであり、 

より豊かで安らぎのある療養生活を支えるものである 

 

心構え 

・ 明るく平等に患者さんに接し、特別に親しい人を作らないようにしましょう。 

・ ボランティア活動とは、義務と責任が伴うものであると言うことを自覚しましょう。 

態度 

・ 患者さんやその家族には相手を思いやる温かい心で接しましょう。 

・ 落ち着いて礼儀正しく接しましょう。 

・ 言葉は丁寧にやさしく、挨拶することを心がけましょう。 

服装 

・ 清潔な動きやすい服に、決められたエプロンを着用し身分証を付けましょう。 

・ 爪は短く、清楚な身だしなみを心がけましょう。 

・ 靴は音のしないかかとの低い活動しやすいものを履きましょう。 

・ 髪は清潔にし、きちんとまとめましょう。 

健康管理 

・ 活動当日及び活動中、体調不良になったら速やかにボランティアコーディネーターか

世話人に連絡しましょう。 

・ 活動前後に必ず手を洗いうがいなどを励行し、自分自身の健康に充分注意しましょう。 

活動にあたって 

・ 活動を約束した曜日、時間は必ず守るように努力し、やむを得ず休む場合はコーディ

ネーターか世話人に連絡しましょう。 

・ 事前に病院のレイアウト、ボランティア規約、心得、マニュアルなどを把握しておき

ましょう。 

・ 活動中見聞きしたことは、外へ漏らさないようにしましょう。（守秘義務） 

・ 患者さん及び家族から、病状や診断などの医療に関わることについて尋ねられたとき

は、医療スタッフにその旨を伝え、答えることを控えましょう。 

・ 患者さんの病状記録を読んだり、診断、治療などに意見をはさんだり、患者さんの病

状などに対して、個人的な関心を持つことはやめましょう。 

・ 思想的、宗教的、政治的活動は一切行わないようにしましょう。 

・ 親切心からの商品の紹介、売買はやめましょう。 

・ 病院職員の仕事や責任体制についてよく理解し、患者さんやその家族の前で職員の批

判はしないようにしましょう。 

・ 患者さん、その家族から物品、食べ物など頂かないようにしましょう。 

・ 原則として貴重品は最小限にして、持ってこないようにしましょう。 

 



                                   ２００７年６月 

                                  2 号 
こども医療センター 

ボランティア 

 
 こども医療センターで外来ボランティアを開始して６月 12 日で１年になりました。 
 初めての日、フロアでオロオロしていたボランティアスタッフ！ 
今では“そこにいる”ことに意義を見いだし、こどもたちや保護者の方から毎日喜

びや幸せをもらっています。もちろん、つらいことや苦しいこともあるけれど、 
どうにか１年を迎えることができました。  
みなさんへの感謝とともにこれからも一歩ずつ・・・。 

 
 

 

                           

                                 

                             

去年のクリスマス会 

大型紙芝居“ねずみのいもほり” 

おいしそう！！ 

みんなで一緒に遊び

ましょう！ 

外来の医療スタッフとボランティアで 

そこらじゅう クリスマス くりすます 

ツリーは大地アトリエ様より寄贈 

 感謝！！ 

毎月すてきな壁画を作って

くださった平識さん、本当に

ありがとうございます 



 
                                                

 

 

                         
☆ 毎日のように診察にみえている○○くんが今日で    

治療終わりですと、おかあさんのあいさつ 

「よかったですね おめでとう」とこちらもうれしくなる 

どうぞ お元気で。 

      

☆ ２台の車椅子に乗せた２人のお子さんを連れて受診！お母さんの顔は明るく二人の子に交互 

に語りかけておられる ここまで来るには大変だったと思う がんばれおかあさん！！ 

 

☆ 折り紙やぬりえを一緒にやったお子さんのお母さんから「おかげで私もゆっくり休むことが

できました。ありがとうございました」と言葉をもらいました。 

 

☆ とても疲れているようなお母さんがいて、赤ちゃんをしばらく抱っこしました。「ひさしぶり

に体を休めることができました。」とのこと。昔の子育て時代を思い出しました。 

病児を抱えて心身共に疲れきっていたころのことを・・・。  

 

           ☆ 私的なことで落ち込んでいた気持ちが子どもと遊ぶことでまぎれ 

             笑顔になれました こどもたちに助けられているのは私の方ですね  

 

☆ 知的障害のお子さんをお世話しました。はじめは自分の思いが 

通じずに、あばれたりしていましたが、ゆっくり絵本をよんで

あげたり、お話をするとおだやかになり笑うようになりました。  

お母さんから病院でこんなに笑うのは、はじめてといわれ 

よかったです。 

 

※ わらびの会事務の須田さんがヤフーのインターネットで折り紙やクーピーなど寄付を募集し

て下さりたくさんの方のご厚意で品物が届いています。うれしい限りです。感謝！！ 大切

に使わせて頂きます。 

                             

 



 

《 特別講演会レジメ 》 

 

「すべての子どもたちと家族に地域支援を」－こども医療センターの役割―のテーマで平成 19 年 5 月 

13 日(日)の県立南部医療センター・こども医療センター２階講堂で行われました。 

講師：安次嶺 馨（県立南部医療センター・こども医療センター院長） 

 主催：NPO 法人こども医療支援わらびの会 

 

趣旨 

小児科医・看護師・保健師・臨床心理士など、医療従事者以外にも、多くの善意の方々が小児医療   

 を支えています。こども医療センターでは、開院以来、多くのボランティアの方々が病院職員では、

十分対応できない部分をカバーし、病める子どもとその家族を支援しています。 

  子どもは社会の宝として、病める子どもまた健康な子も、地域全体で育成して行きたい。 

 

デジュメ  

１．こどもという存在 

①子どもとは？ ②小児期の分類：出生から思春期まで ③子どもの権利条約 ④新生児の人権 

⑤胎児の人権   ⑥医療界から見た子どもの人権 ⑦小児虐待の定義 ⑧虐待の予防対策 

⑨子ども虐待防止ネットワーク 

２．子どもを取り巻く社会 

① 未来の社会を担う子どもたち 

３．沖縄は子どもたちにとって望ましい環境か？ 

①沖縄県の人口動態 ②沖縄の社会指標（上位） ③沖縄の社会指標（下位） 

 ④沖縄県の保健医療統計 ⑤沖縄県の保健医療統計 

４．沖縄県の小児医療 

①沖縄県の新生児医療 ②新生児死亡率と乳児死亡率 ③新生児・乳児死亡率の年次推移 

④沖縄県の小児救急医療 ⑤沖縄県の小児心臓疾患 

５．県立こども医療センターの開設 

 ①新しい小児医療体制 ②病院の理念 ③病院の行動目標 ④長寿県沖縄の凋落が始まった 

 ⑤新病院のキーワードは？ ⑥生活習慣病の危険因子は新生児から存在する ⑦子どもの病気の予防 

 ⑧母乳育児の利点 ⑨母乳とミルクの違い ⑩母乳と将来の血圧 ⑪母乳は赤ちゃんの初めての予防 

 接種 ⑫母乳は赤ちゃんの初めての予防接種 ⑬子どもをタバコの害から守ろう 

 ⑭妊婦の喫煙が胎児に及ぼす影響 ⑮タバコの煙は子への虐待 ⑯予防は治療に勝る 

 ⑰こども達の輝ける未来を守るのは大人達の責任 ⑱子どもたちを支える人々（医療ボランティア） 

   

 



       
 

ファミリーハウス着工 

ファミリーハウス造成工事現場（H19/7/11 撮影） 

ファミリーハウス新築工事 地鎮祭（H19/8/17） 

右より：百添会 会長 當眞嗣吉氏 

県福祉保健部長 伊波輝美氏 

沖縄電力社長 石嶺伝一郎氏 

わらびの会理事長 真栄田篤彦 

 



 
《 資  料 》 

 
 

 
 
 

１ 陳 情 書 

 

 

 

２ 新 聞 記 事 



---------------------------------------------------------------------------------------- 

【申込先】NPO 法人こども医療支援わらびの会 事務局 

〒903-0804 那覇市首里石嶺町４丁目３７３−１ 沖縄県総合福祉センター西棟２Ｆ 

電話＆ファックス：０９８－８８７－１４２０ E-mail: info@warabinokai.org 
 

賛助会員入会・ご寄付のお願い 

 わたし達ＮＰＯ法人こども医療支援わらびの会は、病院ボランティアの養成、ファミリー

ハウスの建設・運営支援など、沖縄のこども達が安心して十分な医療を受けられるよう、病

児とその家族の支援に関する事業を行っています。これらの活動経費は、当会にご賛同いた

だいた方々からの年会費とご寄付により賄われています。今後も、病児とその家族への支援

活動を継続していけるよう、皆様からのご支援ご協力をお願いいたします。 

 

★ 賛助会員（当会の会誌、活動報告書等お送りします。） 

        個人会員：５，０００円/年  団体会員１０，０００円/年 

      ★ ご寄付 一口 １，０００円を目安にお願いします。 

 

 お手数ですが、下記申込書をご送付（郵送又はファックス）下さり、次のいずれかの口座

へお振り込みをお願いします。恐縮ですが、振込手数料は各自ご負担願います。 

   

  ●郵便貯金総合口座：17070 - 14544701 

     口座名義：特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会 

  ●琉球銀行本店 普通預金 口座番号：164-461 

  ●沖縄銀行本店 普通預金 口座番号：2248645 

     口座名義：特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会 理事長 真栄田篤彦 

※ （銀行口座名義は２行とも同じです。） 

 

 

     賛助会員入会・寄付申込書 

 
□賛助会員入会（個人） □賛助会員入会（団体） □（寄付）       円 

     
      ﾌﾘｶﾞﾅ 

      氏名                                  
      ﾌﾘｶﾞﾅ 

      団体名                      
      住所（〒      ）    
   
                                                                  

 
電話              FAX                       

 

まえだ あつひこ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

********************************************************************************** 

編集後記 

 「継続は力なり」は、わらびの会の真骨頂です。何事も 1 回は出来ますがその次がなかな

か歩めないというのがよく見受けられる状況です。 

わらびの会ではこども医療センターの開院、病院ボランティア、ファミリーハウスの建設

など粘り強く事を進めそれを実現させる。その魅力が、会の無形の財産であり、魅力であり

ます。 

 今般、わらびの会だより第 2 号を発行するに当たり、改めて第１号を読み直し、会員の力

強さと、会の責任を感じます。こうした会の責任は福祉を進める中で県民の期待が大きけれ

ばそれに比例して重くなっていくものだと感じましたし、会員はそのことを重々感じ取って

いると思います。 

 こうした思いを、わらびの会だより第 2 号を読んで下さる方々が感じて頂けたらとの思い

で編集作業に携わりました。発刊に際してご協力を賜りました皆様へ感謝申し上げます。  

わらびの会だより 2 号編集長 新里吉弘 

********************************************************************************** 


